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2022年1月23日

年間第3主日

菊地功大司教 メッセージ

ルカ福音は、公生活の初めに、聖霊に満たされたイエスが、ガリラヤ地方の会

堂で教えた話を記します。ナザレの会堂で、イエスに渡されたイザヤ書の言葉

こそ、イエスが告げる福音の根幹をなす生きる姿勢を明示したものでした。イ

エスこそは、とらわれ人に解放を告げ、主の恵みの年を告げる存在であること

が明らかにされます。

そのイザヤの言葉を受けて、イエスご自身が、「この聖書の言葉は、今日、あ

なたがたが耳にしたとき、実現した」と言われたと記されています。まさしく、

人となられた神の言葉は、力ある生きた言葉であります。

パウロはコリントの教会への手紙で、再び、キリストの体と私たちとの関係を

解き明かし、多様性における一致こそが、キリストにおける教会共同体のある

べき姿であることを明確にします。

ネヘミヤ書は、エルサレムの城壁が総督ネヘミヤによって修復された後，祭司

エズラが⺠に向かって律法を読み上げた出来事を記します。この時、⺠にとっ

て律法は単なるおきての羅列ではなく、神からの生きた呼びかけの言葉として、

心に響き渡りました。

年間第三主日は、神のことばの主日とされています。この主日は教皇フランシ

スコによって2020年から始まりました。神のことばの主日を制定した使徒的

書簡「アペルイット・イリス」で教皇様は、神のことばの主日を、「神のこと

ばを祝い、学び、広めることにささげる」主日とされました。その上で教皇様

は、この主日がキリスト教一致祈祷週間と重なることも念頭に、次のように記

しています。
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「わたしたちがユダヤ教を信じる人々との絆を深め、キリスト者の一致のため

に祈るように励まされる、その時期にふさわしいものとなることでしょう。こ

れは、ただ時期が偶然重なるということ以上の意味をもっています。「神のこ

とばの主日」を祝うことには、エキュメニカルな価値があります。聖書はそれ

を聴く人々に向かって、真の、そして堅固な一致への道筋を指し示すからです」

その上で教皇様は、「聖書のただ一部だけではなく、その全体がキリストにつ

いて語っているのです。聖書から離れてしまうと、キリストの死と復活を正し

く理解することができません」と指摘し、啓示憲章が「聖体の秘跡に与ること

に匹敵する」と指摘する神の御言葉との交わりの重要性を説いています。ミサ

の中で聖書が朗読されるとき、神の言葉は生きており、そこに主がおられます。

私たちを生かしてくださる主の言葉の朗読に、真摯に耳を傾けましょう。

ところで東京教区にとって本日は、「ケルンデー」であります。教区ホームペ

ージには、こう記されています。

「まだ第2次世界大戦の傷あとの癒えない1954年、当時ドイツのケルン大司教

区の大司教であったヨゼフ・フリングス枢機卿は、ケルン大司教区の精神的な

復興と立ち直りを願い、教区内の信徒に大きな犠牲をささげることを求めまし

た。そして その犠牲は、東京教区と友好関係を結び、その宣教活動と復興の

ための援助をするという形で実現されていきました」

そこにはフリングス枢機卿と当時の土井枢機卿との、個人的な出会いもあった

と記されています。それ以来、東京カテドラル聖マリア大聖堂の建設をはじめ、

東京教区はケルン教区から多額の援助を受けてきました。そのお返しという形

で、白柳枢機卿の時代に、ミャンマーの教会支援が始まりました。私たちは受

けた慈しみに感謝しながら、その愛の心に倣い、率先して愛の奉仕に身をささ

げる、生きた神の言葉の証人であり続けたいと思います。


